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補聴システム、感音性片耳難聴、触覚呈示　

片耳難聴者の原因が伝音性であれば補聴器で治療可能ですが、感音性の場合には治療が不可能
であり、音の来る方向が分からず非常に不便を感じます。そこで音の来る方向を判断し、使用者
に音源方向を振動で知らせるマイコン制御型補聴デバイスを研究開発しています。

この研究は、比較的短期間での実用化が期待され、町ぐるみでの試作や試用による性能評価な
どの研究開発を行うことで、「福祉に強い町」のイメージを作りあげることができると期待されます。
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